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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
、
敷

物
・
飲
み
物
持
参
。

■申 
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
F
A
X
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
胃
碓49 
4
5
1
1
・
3
月
　
日
25

蚊
ま
で
）
か
左
記
へ
。

■問 
齊
藤
（
緯
／
胃
碓42 
6
0
8
5
・
4

月
　
日
峨
ま
で
の
午
後
5
時
～
午
後

10
9
時
）。

北
総
花
の
丘
公
園

【
展
示
会
】

「
雪
割
草
と
早
春
の
山
野
草
展
」

胸
出
展
…
大
江
戸
雪
割
草
友
の
会
、

ト
キ
メ
キ
山
野
草
ク
ラ
ブ
。

■時 
3
月
2
日
画
～
4
日
蚊
・
午
前
9

時
～
午
後
5
時
。

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
。

【
花
の
丘
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
】

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
で
、
早
春
の

ひ
と
時
を
外
」

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
よ
る
独
奏
、
三
重

奏
、
四
重
奏
、
五
重
奏
。

胸
出
演
…
あ
す
な
ろ
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
2
時
。

11

【
緑
の
教
室
】

「
カ
メ
ラ
入
門
～
花
を
撮
る
～
」

　
カ
メ
ラ
の
構
え
方
、
構
図
の
決
め

方
、
接
写
な
ど
の
方
法
を
学
ぶ
基
礎

講
座
で
す
。
お
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
で

お
花
や
風
景
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。

　
ご
自
身
の
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
機
種
は
問
い
ま
せ
ん
）。

■時 
4
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

14

10

■定 
　
人
。

24
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）。

■申 
開
催
日
の
1
カ
月
前
の
午
前
9
時

か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理

事
務
所
（
緯
碓47 
4
0
3
1
・
■ＨＰ h

tt
p
://w

w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.jp
/

k
o
u
e
n
/h
an
a/

）。

す
。
途
中
、
江
戸
前
ず
し
用
の
赤
酢

の
醸
造
で
知
ら
れ
る
食
酢
醸
造
工
場

の
見
学
も
あ
り
ま
す
（
約
7
娃
）。

■時 
3
月
　
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

16

30

午
後
3
時
　
分
。

30

※
集
合
は
、
東
武
野
田
線
馬
込
沢
駅

前
。
解
散
は
、
新
京
成
線
鎌
ヶ
谷
大

仏
駅
前
。

【
パ
ー
ト
衛
】

　
自
然
を
探
し
て
結
縁
寺
谷
津
を
散

策
し
ま
す
。
途
中
、
源
頼
政
伝
承
の

地
を
巡
り
ま
す
（
約
8
娃
）。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

25

30

午
後
3
時
　
分
。

30

※
集
合
・
解
散
は
、　
北
総
線
千
葉

N
T
中
央
駅
前
。

【
パ
ー
ト
英
・
衛
共
通
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
各
　
人
程
度
。

30

■費 
1
0
0
円
。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

持
参
。
雨
天
中
止
。

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
へ

（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会

「
中
根
八
幡
神
社
の
獅
子
舞

ウ
ォ
ー
ク
」

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

中
根
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
は
「
オ
コ

ト
」
と
呼
ば
れ
、
春
の
農
作
業
が
始

ま
る
時
期
に
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
す
。

獅
子
舞
の
見
学
に
加
え
、
今
年
の
え

と
で
あ
る
辰
（
た
つ
）
に
ち
な
ん
で

「
龍
腹
寺
」
に
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

　
春
た
け
な
わ
の
本
埜
地
区
を
一
緒

に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
集

15

11

30

合
～
午
後
4
時
解
散
予
定
（
雨
天
決

行
）。

■内 
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
→
龍
腹
寺

→
東
漸
寺
→
八
幡
神
社
→
牧
の
原
公

園
→
印
西
牧
の
原
駅
。

※
集
合
は
印
西
牧
の
原
駅
改
札
付
近
。

6
4
7
・
■携 
0
9
0
―
4
7
5
0
―

6
3
4
4
）。

い
ん
ざ
い
科
学
体
験
・
工
作
教
室

　
い
ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
の

主
催
で
、
東
京
電
機
大
学
教
員
に
よ

る
科
学
体
験
・
工
作
教
室
を
左
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
（
各
日
と
も
1
回

完
結
）。

■対 
小
学
生
の
親
子
（
4
年
生
以
上
で

あ
れ
ば
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
可
）。

■定 
各
回
　
組
　
人
（
申
し
込
み
多
数

16

32

の
場
合
は
抽
選
）。

■費 
無
料
。

■申 
3
月
8
日
牙（
必
着
）ま
で
に
、
い

ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.in
zai

-iu
c
.o
rg

）
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
か
、
往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・

学
年
・
連
絡
先
・
希
望
す
る
講
座
を

記
入
し
、
左
記
へ
郵
送
。

■問 
い
ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
講

座
係
（
〒
2
7
0
―
1
3
4
0
印
西

市
中
央
南
1
―
5
0
7
―
4
・
緯
碓46 

9
5
5
5
）。

里
山
散
策
会「春

風
に
さ
そ
わ
れ
て
」

【
パ
ー
ト
英
】

　
木
下
街
道
に
沿
っ
て
歩
き
、
自
然

や
戊
辰
戦
争
の
史
跡
な
ど
を
探
し
ま

平成２４年（２０１２）３月１日号（４）

パート英

春
休
み
映
画
会

「
カ
ン
フ
ー
パ
ン
ダ
2
」

■時 
3
月
　
日
華
・
午
前
　
時
　
分
～

20

10

30

正
午
（
開
場
は
　
時
）。

10

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
4
6
0
人
。

■費 
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）。

※
整
理
券
は
、
文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び

各
公
民
館
で
3
月
1
日
牙
か
ら
配
布

し
ま
す
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

民
館
内
）。

の
栽
培
講
習
・
実
習
。

■対 
①
市
内
在
住
で
平
成
　
年
4
月
1

24

日
現
在
で
満
　
歳
以
下
の
人
（
　
歳

65

65

以
上
で
も
、
応
募
状
況
に
よ
り
受
講

可
）。

②
原
則
す
べ
て
の
研
修
に
出
席
で
き
、

研
修
日
以
外
の
ほ
場
管
理
作
業
な
ど

に
も
参
加
で
き
る
健
康
な
人
。

③
研
修
ほ
場
に
自
分
で
来
ら
れ
る
人
。

④
研
修
終
了
後
は
農
家
の
手
伝
い
が

可
能
な
人
。

■定 
【
水
稲
コ
ー
ス
】
8
人
。【
野
菜

コ
ー
ス
】　
人
。

10

■費 
各
コ
ー
ス
2
万
円
（
傷
害
保
険
料
、

種
苗
代
、
肥
料
代
な
ど
）。

■申 
3
月
　
日
画
ま
で
に
、
申
込
用
紙

16

（
農
政
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
左
記
ま
で
持
参
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
書
類
審
査
に
よ
り

決
定
）。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

5
）。

国
際
交
流
協
会
「
英
会
話
講
座
」

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
講
師

と
話
せ
る
英
会
話
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
初
級
ク
ラ
ス
（
新
規
募
集
）】

■時 
4
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■定 
　
人
。（
先
着
順
）

20
噛
講
師
…
ア
メ
リ
カ
出
身
の
男
性
。

【
中
級
ク
ラ
ス
（
追
加
募
集
）】

■時 
4
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
（
先
着
順
）

10
噛
講
師
…
八
田
マ
リ
氏
（
カ
ナ
ダ
出

身
）。

【
両
ク
ラ
ス
共
通
】

■費 
月
3
街
0
0
0
円
の
ほ
か
、
国
際

交
流
協
会
の
年
会
費
2
街
0
0
0
円

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
国
際
交
流
協
会
・
大
津
 （
緯
碓97 
1

市
民
農
業
講
座

　
市
で
は
、
農
家
の
即
戦
力
と
な
り

う
る
人
材
お
よ
び
新
規
就
農
者
の
育

成
を
図
る
た
め
、「
市
民
農
業
講
座
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
物
栽
培
に
お
け
る
一
連
の
作
業

を
自
ら
行
い
学
ん
で
い
た
だ
く
実
践

的
な
講
座
で
す
。

胸
期
間
…
4
月
上
旬
～
　
月
下
旬

10

（
約
6
カ
月
間
）。

■場 
【
水
稲
コ
ー
ス
】
和
泉
・
小
林
。

【
野
菜
コ
ー
ス
】
竹
袋
。

■内 
【
水
稲
コ
ー
ス
】
水
稲
の
栽
培
講

習
・
実
習
。【
野
菜
コ
ー
ス
】
野
菜

見
い
だ
す
き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

胸
日
程
…
4
月
か
ら
3
月
ま
で
の
原

則
土
曜
日
の
　
回
。

25

■内 
左
表
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り

（
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
各
公
民
館
に
掲
載
の
「
ア
カ
デ

ミ
ー
だ
よ
り
」
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

■対 
　
歳
以
上
。

20
■定 
　
人
。

30
■申 
3
月
　
日
臥
ま
で
に
、
電
話
で
左

31

記
ま
で
（
先
着
順
）。

　
印
西
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
地
域

で
よ
り
い
き
い
き
と
活
動
す
る
た
め

の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
「
ふ
る
さ

と
印
西
」
を
中
心
と
し
た
2
年
間
の

講
座
で
す
。

　
1
年
目
は
歴
史
か
ら
健
康
、
福
祉
、

人
権
、
行
政
、
世
代
間
交
流
、
防
災

体
験
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
総
合
学
習
。

そ
し
て
2
年
目
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の

自
主
学
習
で
す
。

　
年
間
を
通
し
て
仲
間
と
共
に
学
び

合
い
、
生
涯
に
わ
た
る
生
き
が
い
を

講
座
・
催
し

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　（
中
央
公
民
館
内
・

緯
碓４２ 
２
９
１
１
）

そ
の
ほ
か

胸平成24年度　印西市民アカデミー1年生　学習プログラム胸
午後の講座午前の講座月回

笑顔でオリエンテーション入学式・学び、育てる夢・未来「生涯学習」とは何か4月1
歴史を学ぶ！ドラマティック印西①先達に学ぶ～アカデミー卒業生研究発表～

5月
２

水面から印西を学ぶ福祉制度を学ぶ3
50万冊の情報を使いこなそう～図書館活用及び図書館職員体験～

6月
4

救急救命について技術革新の裏側を学ぶ5
議会のしくみについて学ぶ印西市の基本計画を学ぶ

7月
6

夏場の健康法(つぼ体操)共生の台所術を学ぶ～エコ調理実習～7
次世代へつなぐ環境づくりを学ぶ賢い消費生活を学ぶ8
福祉・介護の現場から学ぶ介護のあり方について学ぶ

8月
9

歴史を学ぶ！ドラマティック印西②健康作り～食～10
みんなが幸せに暮らすために…「人権啓発センター見学・人権についての講義」

9月
11

松戸から印西をみる災害に立ち向かう力をつける（西部防災センター見学）1２
世代間交流学習「小学生の研究発表」郷土名物「煎餅」の歴史と体験13

近世文化にふれる～古の旅路・三社詣～
10月

14
印西の里山巡り福祉体験15
世代間交流学習「アカデミー生発表」世代間交流学習にむけて

11月
16

陶芸体験①健康を手に入れよう～ニュースポーツ体験～17
印旛歴史民俗資料館・文化財巡り暮らしを支える年金制度を学ぶ

12月
18

印西の年中行事日本の文化にふれる～落語～19
みんなが幸せに暮らすために…「男女共同参画社会を学ぶ」陶芸体験②平成

25年
1月

20
白鳥の郷で地域活動を学ぶ国際化時代の生き方を学ぶ21
福祉体験談環境問題を学ぶ22
印西の石造物地域の力で子どもを育てるには…

2月
23

災害に立ち向かう力をつける歴史を学ぶ！ドラマティック印西③24
「学習のまとめ」・修了式地域の一員としての役割3月25

 印
西
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
の
　
期
生
を
募
集

15

胸いんざい科学体験・工作教室日程表胸
講師内容日

土肥紳一准教授パソコンおもしろ
じょうほう体験3月22日牙

伊藤俊介准教授紙工作でまちを作ろう23日画

斎藤博人講師「イライラ棒」を作ろう
～電気の性質を知る～26日俄

上野洋一郎教授ソーラーカーを作ろう27日峨
※時間は、各日午後4時～5時30分。
※会場は、いんざい産学連携センター（中央南）。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。


